










前年度においては妊娠中毒症の 3症状の重症度や持続期間が与える母児障害への影響につ

いて検討するとともに,それぞれの状態における血液性状の変化を観察し,血液所見よりみ

た母児安全管理の在り方についても検討を行ったが,今年度は分娩前における重症高血圧

の母児への影響について統計学的な検討(大阪市立大学,須川)を行うとともに,妊娠中毒症

症例における産褥 1 ヵ月での症状と妊娠偶発合併症や新生児仮死,死産との関連性につい

ても検討(東北大学,鈴木)を行った。さらに妊娠中毒症における血漿成分や赤血球自体の物

性変化から妊娠中毒症の病態を検討(大阪市立大学,須川)し,さらに中毒症の病型別,児体

重別に凝血学的変化を観察(杏林大学,鈴木)し,また血液の稀釈,濃縮と妊娠中毒症発症と

の関係についても検索(東大分院,貝原)を行った。 


